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　令和３年４月21日に開かれ、一般会計補正予算（第２号）は「新型コロナウイ
ルス感染症対策」のため、1,963万７千円を追加し、総額180億6,962万４千
円となりました。

　令和３年６月４日～６月29日の26日間開かれ、補正第３号で２億3,035万
９千円、補正第４号で833万円を追加し、総額183億831万３千円となりました。

主な事業 補正額（千円） 事　業　の　内　容

子育て世帯生活支援
特別給付金事業
（ひとり親世帯分）

19,637

子育てと仕事を一人で担うひとり親世帯の支
援のため、児童扶養手当を受給するひとり親
等に対し、子育て世帯生活支援特別給付金を
支給する。

主な事業 補正額（千円） 事　業　の　内　容

本庁舎周辺整備事業 14,212
本庁舎の北東出入口から北へ延びる園内道路
を拡幅し、民家側に歩道を設置する。

新型コロナウイルス
感染症生活困窮者自
立支援金事業

7,283

生活困窮世帯に生活困窮者自立支援金を支給
し、これらの世帯の就労による自立を図り、
または円滑に生活保護の受給へつなげるため
の支援を行う。

４月臨時会

６月定例会

■主な補正

■主な補正

補正予算 
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これが聞きたい！
本庁舎国道出入口整備事業　１億 1,026 万円

中山間地防災備蓄倉庫整備事業　1,237 万１千円

Q
国道に右折レーンを設置するためには、それだけ
の幅が必要だが、国道の南側、北側、どちらに右
折レーンを設置する予定か。

A
右折レーンの設置について、既設の歩道部分を改
良して設置する計画で、国道の北側にある駐車場
と国道の余地を利用して、歩道を設置する。

Q 庁舎入口の表示看板を国道と県道に設置するといわれているが、１億１千万円の予算の中
に入っているのか。

A 国道の表示板は１億１千万円の予算の中に入っているが、県道三瀬神埼線からの表示板に
ついては、入っていない。今回の予算範囲内で設置が可能であれば対応したい。

Q 事業の目的で土砂災害や道路の寸断に備えるとあるが、地域の特性として鳥羽院や久保山
に分散させるという考えはなかったのか。

A

分散させることは考えている。避難者の実態に応じ
て、食料や段ボールベッド、パーテーションなどは
分けるが、極端な災害が発生した場合には支援団体
から次々に物資が届いた時の受け入れなど、拠点で
仕分けを行い分散することを考えている。

（事業の目的）

　中山間地において、土砂災害による道路の寸断及び停電・断水が長期化する事態に備え、防
災に必要な物資を備蓄する中山間地防災備蓄倉庫を脊振町の中心部に設置することで、市民の
安心・安全に寄与することを目的とする。

（事業の目的）

　神埼市役所本庁舎への国道からのアクセスを良くし、利用者の利便性の向上や交通事故及び
交通渋滞の防止を目的とする。

防災備蓄倉庫事例（大分県佐伯市）

国道34号線　急がれる右折レーン
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新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　484 万円

新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金事業　728 万３千円

Q 今後も個別接種はやらないのか？

A

基本的には集団接種を効率的に安全に進め、接種率を上げたい。

様々な事情で、集団接種ワクチンを受けることができない人が出てくるので、個別接種に

ついては、市郡医師会と十分な調整協議を行い、体制ができるところは実施していきたい

と思っている。

Q
対象世帯は総合支援金の再貸し付けを終了した世帯、もしくは再貸し付けについて不承認

とされた世帯で収入要件、資産要件、求職活動要件等の様々な要件があるが、具体的な事

業の内容はどのようになっているのか。

A
総合支援貸付は、初回申請が３ヶ月分、延長貸付が３ヶ月分、再貸し付けが３ヶ月分であ

る。この再貸し付けをしてもなお、家庭が困窮して、生活ができないという場合に貸し付

けという形ではなく、給付金という形で最大 30 万円の給付を行うという事業である。

（事業の目的）

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止し、市民の生命及び健康を守るため、まん延予防に
係るワクチン接種について、円滑に実施する体制を整備することを目的とする。

（事業の目的）

　生活困窮世帯支援のため、総合支援資金の再貸付を終了した世帯や再貸付について不承認と
された世帯に対し、支援金を支給する。
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水田麦・大豆産地生産性向上事業　631 万９千円

１人１台端末を活用した授業改善研究指定事業　20 万１千円

Q
営農組合が導入される「中耕・株間除草機」

というのはどのような機械か。

A

大豆を栽培する際に中耕作業を行う機械で

ある。それから、株間の除草をする。その

機械をトラクターとセットとして導入する

ことになっている。

Q 事業の目的に「次世代のＩＣＴ利活用教育と位置付けた『プロジェクトＥ』」とあるが、
プロジェクトＥというのはどのような取り組みなのか。

A 佐賀県で『プロジェクトＥ－ラーニング』というものを推進しているので、それに則って
このプロジェクトＥを進めていくということで考えている。

Q プロジェクトＥにはどのような方が関わっているのか。

A 佐賀県教育庁の学校教育課の中に、今年度から新たにプロジェクトＥ推進室が設けられた。
そこを中心として、この施策が進められている。

Q 研究事業はどういう理由で算数を研究指定にしたのか。

A あらかじめ県が準備したこの取り組みについては、研究課題がＩＣＴと算数になっていた。

（事業の目的）

　収量・品質の高位安定化、生産コストの低減を図り、麦・大豆の需要に応じた生産拡大と収
益性・生産性の向上を実現することを目的とする。

（事業の目的）

　１人１台端末を活用した授業改善の研究を行い、教職員の指導力向上を図り、県内小・中学
校における、１人１台端末を活用した授業づくりを推進することを目的とする。

※プロジェクトＥとは、教育活動全体のデジタル化で、新しい価値を生み出
す子どもを育てることを目的としたプロジェクトで、令和２年度から始め
られている。令和３年度は、「プロジェクトＥプラス」として授業改善や教
育活動のオンライン化に重点的に取り組んでいる。本研究指定事業も、こ
の取り組みのひとつである。
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Q 押印規定のある１１条例のうち、今回５条例を改正するが、他の６条例については今後改
正するのか。

A
国の押印廃止マニュアルに沿って、押印廃止に該当するものだけを
条例改正により押印廃止する。他の６条例については国の押印廃止
マニュアルに該当しない条例であるため、改正は行われない。

Q 個人番号カードの再発行手数料は、今後変わるのか。

A
個人番号カードの再発行手数料は変わらない。これまでは一般会計
の中に歳入として入っていた。今回の改正により一般会計へ歳入を
行わず、歳計外現金として預かり、それを地方公共団体システム機
構へ送る流れになる。

Q 現在の駐輪場において、通勤・通学等の利用状
況は把握しているのか。

A
神埼高校、清明高校に電車を利用している方の
調査では、清明高校 140 名、神埼高校 169 名で
あった。一般の通勤、他の高校等については把
握していない。

各常任委員会のＱ＆Ａ
総務常任委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

《議案第32号》（全員賛成）
議案名：押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

《議案第33号》（全員賛成）
議案名：神埼市手数料条例の一部改正について

《議案第34号》（全員賛成）
議案名：神埼市神埼駅駐輪場条例の一部改正について

総務企画部

市民福祉部

産業建設部
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神埼市民の願いを意見書にして国に届ける

　今年、改正義務標準法が成立し、小学校の学級編制標準が学年進行により段階的に 35
人に引き下げられることになりました。今後、小学校に留まるのではなく、中学校・高等
学校での 35 人学級の早期実施が必要です。さらに、コロナ感染対策を十分に取り、きめ
細やかな教育をするためには 30 人学級の実現が求められます。
　学校現場では、新型コロナウイルス感染症対策による教室の消毒作業等や貧困・いじめ・
不登校など解決すべき課題が山積みしており、子どもたちのゆたかな学びを実現するため
の教材研究や授業準備の時間を十分に確保するためには、教職員の抜本的な定数改善が求
められています。
　一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあります
が、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。義務教育費国庫負担制度につい
ては、平成 18 年より国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられました。国の施
策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定
水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障するため
の条件整備のために、義務教育費の国庫負担率の改善は不可欠です。
　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治
体が計画的に教育行政を進める事ができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請
します。

記
１．少人数学級を中学校・高校まで拡充するなど、さらなる教職員の定数改善を行うこと。

２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費
国庫負担制度の国負担割合を２分の１に引き上げること。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出いたします。

　衆 議 院 議 長　　大島　理森 殿　　　　財 務 大 臣　　麻生　太郎 殿
　参 議 院 議 長　　山東　昭子 殿　　　　総 務 大 臣　　武田　良太 殿
　内閣総理大臣　　菅　　義偉 殿　　　　文部科学大臣　　萩生田光一 殿

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書

〈意見書第３号〉

意見書の提出の効果
　「少人数学級を求める」趣旨の意見書は、これまで数多くの全国地方議会で採択されて
おり、本市においても平成 19 年より、同様の趣旨の意見書を毎年提出しております。
　令和３年４月より小学校１、２年生で 35 人以下学級が実現し、佐賀県は独自施策とし
て文部科学省より１学年上の３年生までが少人数学級となっています。
　住民の声を継続して国に届け続けることで、約 40 年ぶりの学級編成の標準の一律引き
下げの一助となったのではないかと感じており、引き続き市民の代表として、神埼市の公
益となる意見書を提出してまいります。
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議会改革検討特別委員会の活動報告

神埼市まちづくり特別委員会の活動報告

　

さ
る
６
月
23
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
今
年
度
の
議
会
報

告
会
の
開
催
に
つ
い
て
検
討

し
、
西
郷
小
学
校
区
、
千
代
田

中
部
小
学
校
区
、
千
代
田
西
部

小
学
校
区
の
議
会
報
告
会
に
つ

い
て
は
、
８
月
６
日
金
曜
日
に

開
催
す
る
こ
と
で
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
令
和
元
年
度
は
各
小

学
校
区
で
開
催
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
本
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
２
班
体
制
で
実
施
し
、
神

埼
町
は
本
庁
１
階
の
多
目
的
会

議
室
、
千
代
田
町
は
千
代
田
交

流
セ
ン
タ
ー
２
階
多
目
的
室
で

開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

議
会
報
告
会
の
テ
ー
マ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
前
回
同
様
「
地

域
振
興
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

市
民
の
声
を
拝
聴
し
や
す
い

「
議
会
報
告
会
」
と
な
る
よ
う

準
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
市
民
の
付
託

　

６
月
23
日
に
執
行
部
出
席
の

も
と
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
現
在
概
ね
解
体
が

完
了
し
て
い
る
旧
本
庁
舎
の
跡

地
の
敷
地
形
状
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
、
旧
本
庁
舎
跡
地
の
現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
現
地

視
察
で
は
、
国
道
か
ら
の
傾
斜

の
状
況
や
南
新
館
の
敷
地
に
対

す
る
立
地
状
況
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
会
議
の
中
で
、
市

有
地
は
何
処
ま
で
な
の
か
、
今

後
南
新
館
を
含
め
た
跡
地
を
ど

の
様
に
利
活
用
す
る
の
か
、
な

ど
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
執
行
部
よ
り
、
今
後
市

民
に
対
し
て
配
布
さ
れ
る
予
定

の
「
旧
本
庁
舎
跡
地
利
活
用
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
対
象
者
の
抽
出

方
法
や
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
な
ど

に
つ
い
て
、
よ
り
市
民
の
方
々

に
分
か
り
や
す
い
ア
ン
ケ
ー
ト

と
な
る
よ
う
に
、
委
員
よ
り
意

に
応
え
ら
れ
る
議
会
活
動
、
議

員
活
動
の
実
現
を
目
指
し
、
今

後
も
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
委
員
長
と
し
て
市
民

の
み
な
さ
ま
に
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
為

に
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

こ
と
、
ご
理
解
頂
け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。

見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
視
察
や
意
見
交

換
で
見
え
て
き
た
旧
本
庁
舎
跡

地
利
活
用
に
関
す
る
課
題
や
、

今
後
の
神
埼
市
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
課
題
を
整
理
し
、
継

続
し
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
神
埼
市
ま
ち

づ
く
り
特
別
委
員
会
の
総
括
に

つ
い
て
、
閉
会
中
も
含
め
て
論

議
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

委員長　簑原　　忍

委員長　田原　和幸

旧本庁舎跡地現地視察の様子
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一般質問 一般質問

議
員　

田
手
川
曽
根
ヶ
里
地

区
か
ら
下
流
に
つ
い
て
は
、

樹
木
、
雑
木
直
径
10
セ
ン
チ

以
上
あ
る
木
が
無
数
に
生
い

茂
っ
て
い
る
。
撤
去
を
お
願

い
す
る
旨
の
質
問
を
過
去
幾

度
も
し
て
い
る
。
同
時
に
海

か
ら
く
る
ヘ
ド
ロ
、
上
流
か

ら
来
る
土
砂
な
ど
が
川
底
に

堆
積
し
、
流
れ
を
阻
害
し
て

い
る
が
、
今
現
在
、
何
ら
動

き
が
な
い
が
将
来
的
に
雑
木

の
伐
採
等
を
含
む
、
ヘ
ド
ロ

の
浚
渫
等
を
河
川
管
理
者
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

筑
後
川

河
川
事
務
所
に
よ
る
と
、
堆

積
状
況
や
樹
木
繁
茂
並
び
に

流
下
能
力
の
影
響
の
把
握
に

努
め
、
計
画
的
に
対
応
し
て

田
手
川
の
堤
防
道
路
、未
舗
装
部
分
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

堤
防
道
路
、未
舗
装
道
箇
所
、今
年
度
よ
り
計
画
的
に
行
う

答

い
く
と
の
こ
と
。

　

市
と
し
て
も
堆
積
、
樹
木

等
一
刻
も
早
く
除
去
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
特
に
洪
水
時

に
堤
体
へ
の
影
響
が
な
い
よ

う
、
河
川
管
理
者
へ
堆
積
土

砂
の
浚
渫
及
び
樹
木
の
伐
採

を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

強
く
要
望
し
て
い
く
。

議
員　

脊
振
地
区
定
住
促
進

地
域
加
算
補
助
金
が
あ
る

が
、
全
て
の
申
請
が
ゼ
ロ
件

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
検
証
、
ま
た
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

議
員

が
言
わ
れ
た
と
お
り
、
２
年

度
申
請
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
検
証
に
つ
い
て
は
総
合

戦
略
推
進
委
員
会
で
検
証
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
に
お
い

て
は
、
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
市
町
村
計
画
を
今
年
度
策

定
し
、
持
続
的
発
展
に
資
す

る
よ
う
施
策
の
展
開
に
努
め

る
。

蔵戸橋下流　雑木繁茂状況　他多数あり

簑原　忍 議員

議
員　

こ
れ
ま
で
も
度
々
こ

の
件
に
つ
い
て
質
問
し
て
き

た
。
県
内
十
市
の
中
で
も
、

神
埼
市
の
学
校
給
食
は
公
営

で
あ
り
、
大
変
優
れ
た
制
度

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
憲
法
第
26
条

で
は
、「
義
務
教
育
は
こ
れ

を
無
償
と
す
る
」
と
定
め
て

い
る
。
学
校
給
食
は
食
育
と

し
て
本
来
教
育
の
一
環
で
あ

る
。
従
っ
て
、
先
進
国
で
は

す
で
に
無
償
化
は
実
施
さ
れ

て
い
る
。
本
来
、
国
の
責
務

と
し
て
実
施
す
べ
き
で
あ
る

が
、
神
埼
市
独
自
で
で
も
義

務
教
育
課
程
、
全
学
年
で
の

給
食
費
を
無
償
化
に
す
べ
き

給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

実
施
は
困
難
、保
護
者
負
担
の
軽
減
は
調
査
研
究
す
る

答

で
あ
る
。

教
育
長　

原
則
的
に
は
食
育

は
ま
ず
家
庭
か
ら
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
学
校
で
指
導
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
食
育
、
家

庭
で
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
食
育
、
食
育
と
は
こ
の

両
面
の
総
合
と
考
え
る
。

牛
島
教
育
部
長　

現
行
で
は

市
の
給
食
事
業
は
す
べ
て

一
般
財
源
で
実
施
し
て
お

り
、国
か
ら
の
補
助
は
な
い
。

従
っ
て
完
全
無
償
化
し
た
場

合
、
約
１
億
４
千
万
円
の
す

べ
て
を
一
般
財
源
で
充
て
な

神埼市のおいしい給食

け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
施
は
困

難
と
考
え
る
。
し
か
し
給
食

費
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て
は

他
の
子
育
て
支
援
、
教
育
施

策
と
を
考
慮
し
、
保
護
者
へ

の
経
済
的
支
援
の
必
要
性
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
調
査
研

究
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

給
食
費
の「
私
会
計
」

か
ら
「
公
会
計
」
へ
の
変
更

を
求
め
る
。

教
育
長　

私
会
計
や
公
会
計

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

福田　淸道 議員

学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
求
め
る
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議
員　

６
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
、
大
雨
や
台
風
発
生
に

よ
る
災
害
が
想
定
さ
れ
る
。

災
害
時
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

対
応
は
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

大
雨

や
台
風
な
ど
、
災
害
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
被

接
種
者
及
び
ス
タ
ッ
フ
関
係

者
の
身
体
の
安
全
確
保
の
た

め
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業

は
中
止
す
る
。
接
種
事
業
の

中
止
を
決
定
す
る
場
合
は
、

各
地
区
区
長
へ
の
電
話
連

絡
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る

伝
達
、
防
災
メ
ー
ル
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
防
災
ウ
ェ
ブ
）

へ
の
掲
載
、
ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ

ビ
の
テ
ロ
ッ
プ
、
Ｌ
ア
ラ
ー

ト
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
対
象

者
の
方
に
は
、
個
別
に
そ
れ

議
員　

コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
、

高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交

付
金
の
申
請
状
況
及
び
対
象

と
な
っ
た
生
産
者
に
対
す
る

支
援
状
況
、
ま
た
神
埼
市
に

よ
る
支
援
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
行
っ
た
の
か
。

一
番
ヶ
瀬
農
政
水
産
課
長　

高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交

付
金
の
申
請
状
況
は
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
や
小
ネ
ギ
、
花
卉

な
ど
、Ｊ
Ａ
出
荷
分
で
68
名
、

10
品
目
。
農
業
再
生
協
議
会

対
応
分
で
、
12
名
、
８
品
目

の
生
産
者
か
ら
申
請
が
あ
り

交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
市

独
自
の
支
援
と
し
て
、
国
が

実
施
す
る
交
付
金
事
業
の
対

象
者
に
対
し
、
10
ア
ー
ル
当

た
り
、
１
万
円
の
追
加
支
援

を
行
っ
た
。
更
に
こ
の
支
援

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、災
害
時
の
対
応
は

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、野
菜
、花
の
生
産
者
等
に
対
す
る
施
策
は

対
象
者
に
は
、個
別
の
通
知
を
考
え
て
い
ま
す

次
期
作
に
前
向
き
に
取
り
組
む
生
産
者
に
、支
援
を
行
っ
て
い
る

答

答

ぞ
れ
通
知
を
考
え
て
い
る
。

議
員　

64
歳
以
下
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
、
個
別
接

種
の
考
え
は
な
い
か
。

市
民
福
祉
部
長　

市
内
医
療

機
関
に
お
け
る
個
別
接
種
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
神
埼
市

郡
医
師
会
と
協
議
を
行
っ
て

い
る
。

と
は
別
に
、
今
年
度
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
、

米
、
大
豆
の
生
産
者
に
対
し

て
、
種
子
代
と
し
て
10
ア
ー

ル
当
た
り
１
千
円
の
助
成
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

議
員　

野
菜
や
花
卉
な
ど
の

園
芸
作
物
の
販
売
業
者
か

ら
、
市
独
自
の
経
済
支
援
策

に
申
請
は
あ
っ
た
の
か
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

神
埼
市

事
業
者
応
援
給
付
金
事
業
、

別
の
避
難
所
へ
の
移
動
な
ど
、

昨
年
の
反
省
点
を
今
年
は
ど

の
よ
う
に
改
善
し
た
の
か
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

昨

年
、
市
が
避
難
所
を
開
設
し

た
回
数
は
８
回
あ
り
、
６
月

と
７
月
が
２
回
ず
つ
、
８
月

が
１
回
、
９
月
が
３
回
で

あ
っ
た
。
市
で
は
、
避
難
所

開
設
時
の
混
雑
解
消
や
早
期

準
備
、
ま
た
迅
速
な
情
報
な

ど
を
改
善
し
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
防
災
メ
ー
ル
で
も

周
知
す
る
。

第
１
弾
で
は
、
野
菜
販
売
業

者
か
ら
２
件
、
花
卉
販
売
業

者
か
ら
４
件
、
合
計
６
件
の

申
請
が
あ
り
、第
２
弾
で
は
、

野
菜
販
売
業
者
か
ら
４
件
、

花
卉
販
売
業
者
か
ら
５
件
、

合
計
９
件
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
る
。

ホームページ上で避難所の開設状況が
見られるようになりました。

新型コロナウイルス感染症に影響を
受けている市内生花店

災
害
時
の
避
難
所
開
設
に

つ
い
て

野口　英樹 議員

服巻　玉美 議員

そ
の
他
の
質
問

・
法
人
化
し
た
農
業
経
営
体

の
今
後
の
あ
り
か
た
に
つ

い
て

議
員　

昨
年
９
月
の
台
風
10

号
の
際
、
避
難
所
の
混
雑
や
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そ
の
他
の
質
問

・
駅
北
口
の
遊
学
館
や
菱
の

里
ち
よ
だ
の
今
後
の
利
活

用
の
考
え
は
。

・
門
前
広
場
や
旧
古
賀
銀

行
の
管
理
運
営
を
今
後
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
。

・
第
２
次
国
土
利
用
計
画

で
、
駅
北
エ
リ
ア
の
開
発

計
画
は
。

・
野
良
猫
の
避
妊
・
去
勢
手

術
の
助
成
等
を
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
。

そ
の
成
果
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
し
か
し
、
更
な
る
向
上

を
目
指
し
て
も
っ
と
頑
張
っ

て
頂
き
た
い
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

親
同
士
が
気
兼
ね
な
く
つ
な

が
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
拠

点
だ
が
、
千
代
田
町
保
健
セ

ン
タ
ー
内
の
子
育
て
支
援
の

拠
点
を
も
っ
と
一
層
大
き
な

も
の
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
こ
で
、
子
育
て
支
援
の
核

と
な
る
拠
点
で
あ
る
千
代
田

議
員　

は
り
、
き
ゅ
う
等
の

助
成
費
の
事
業
に
つ
い
て
伺

う
。
全
国
的
に
は
神
埼
市
の

助
成
費
（
施
術
券
交
付
）
は

高
い
が
、
佐
賀
県
内
で
は
市

の
施
術
券
交
付
は
低
い
現
状

に
あ
る
が
検
討
で
き
な
い
か
。

野
中
高
齢
障
が
い
課
長　

は

り
、
き
ゅ
う
等
施
術
助
成
事

業
の
実
績
、
そ
れ
と
住
民

ニ
ー
ズ
を
見
な
が
ら
拡
充
等

に
つ
い
て
検
討
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
向
上
の
取
り
組
み
を
伺
う

「
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」の
取
り
組
み
を
検
討
す
る

答

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
活
用

を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

佐
藤
福
祉
課
長　

千
代
田
町

保
健
セ
ン
タ
ー
施
設
内
を
拠

点
に
活
動
を
行
い
14
年
目
を

迎
え
て
い
る
。
施
設
の
利
便

性
及
び
現
利
用
規
模
等
を
踏

ま
え
、
今
後
も
利
用
者
に
な

れ
親
し
ん
で
頂
い
て
い
る
同

施
設
を
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
、
今
後
も
活
動
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

千代田町保健センターは子育て支援の拠点施設

「ゼロカーボンシティ」宣言
をしている武雄市（令和３年
７月武雄市報より抜粋）

白石　昌利 議員

地
域
の
子
育
て
支
援
活

性
化

議
員　

２
０
５
０
年
度
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
、
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
政
府

目
標
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
法
が
成

立
さ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
と
森
林
な
ど
の
吸
収

量
を
均
衡
（
き
ん
こ
う
）
さ

せ
る
「
実
質
ゼ
ロ
」
を
意
味

す
る
「
脱
炭
素
社
会
」
を
、

50
年
度
ま
で
に
実
現
す
る
こ

と
を
基
本
理
念
と
し
て
明
記

さ
れ
た
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と

は
、
環
境
省
に
お
い
て
「
２

０
５
０
年
度
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
の
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を

目
指
す
旨
（
脱
炭
素
化
）
を

首
長
、
も
し
く
は
地
方
公
共

団
体
か
ら
公
表
さ
れ
た
都
道

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
す
る
考
え
は
あ
る
の
か

実
効
性
を
見
極
め
た
上
で
検
討
し
た
い

答

府
県
又
は
市
町
村
」
の
こ
と

を
指
し
、
本
市
に
お
い
て
も

是
非
表
明
し
て
も
ら
い
た
い

が
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
増
加
に
よ

り
巨
大
台
風
や
水
害
が
、
今

後
頻
発
化
、
激
甚
化
な
ど
が

予
測
さ
れ
て
お
り
、
地
球
規

模
の
気
候
変
動
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
の

パ
リ
協
定
で
は
産
業
革
命
以

前
か
ら
の
平
均
気
温
の
上
昇

を
２
℃
、
ま
た
は
１
・
５
℃

未
満
に
抑
え
、
２
０
５
０
年

度
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
が
目
標
と
さ
れ
、
ま
た

２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択

さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
掲
げ
る

環
境
と
経
済
の
好
循
環
に
も

つ
な
が
り
、
実
効
性
を
見
極

め
た
上
で
、
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

木原　憲治 議員

議
員　

市
の
子
育
て
支
援

は
、
市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
職

員
、
そ
し
て
現
場
の
ス
タ
ッ

フ
み
ん
な
が
実
現
に
向
け
一

生
懸
命
努
力
さ
れ
て
お
り
、
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議
員　

区
長
制
度
の
概
要
に

つ
い
て
問
う
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

各
地

区
を
代
表
す
る
区
長
は
、
地

域
内
の
課
題
解
決
や
住
民
意

見
の
取
り
ま
と
め
、
地
区
活

動
の
先
導
役
な
ど
、
地
区
運

営
の
中
心
的
役
割
を
担
わ
れ

て
お
り
、
現
在
、
神
埼
町
63

地
区
、
千
代
田
町
49
地
区
、

脊
振
町
９
地
区
の
合
計
１
２

１
地
区
あ
り
、「
神
埼
市
区

長
の
設
置
及
び
事
務
委
嘱
に

関
す
る
規
則
」
に
基
づ
き
、

各
地
区
の
住
民
に
よ
り
選
出

さ
れ
た
代
表
者
を
任
命
し
、

市
政
事
務
の
委
嘱
を
行
っ
て

い
る
。
な
お
、
令
和
２
年
４

月
よ
り
そ
の
身
分
は
特
別
職

非
常
勤
職
員
で
は
な
く
な
っ

た
。 区

長
制
度
の
現
状
に
つ
い
て

地
区
よ
り
選
出
さ
れ
た
代
表
者
に
市
政
事
務
を
委
嘱

答

議
員　

区
長
報
酬
算
定
方
法

に
よ
り
、
最
高
額
と
最
低
額

の
差
は
い
く
ら
な
の
か
。
ま

た
世
帯
数
の
差
は
い
く
ら
な

の
か
。

山
田
総
務
課
長　

区
長
の
報

酬
額
算
定
方
法
は
、
１
人
当

た
り
年
額
46
万
７
千
５
百
円

の
１
２
１
人
分
の
総
額
で
、

そ
の
１
０
０
分
の
40
を
均
等

割
、
残
り
1
0
0
分
の
60

を
世
帯
数
割
と
し
て
配
分
、

年
２
回
で
支
給
し
て
い
る
。

な
お
、
各
区
長
報
酬
額
で
最

高
と
最
低
額
の
差
は
年
額
約

２
０
０
万
円
で
、
今
年
４
月

１
日
現
在
、
最
多
世
帯
地
区

は
７
０
５
世
帯
、
最
小
地
区

は
８
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

区
長
の
な
り
手
が
い

な
い
地
区
が
あ
る
と
聞
い
た

が
、
現
在
の
地
区
制
度
の
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

総
務
企
画
部
長　

市
と
し
て

は
、
市
民
の
要
望
が
な
い
の

で
再
編
は
考
え
て
い
な
い
。

吉田　守 議員

議
員　

姉
川
農
村
公
園
で
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
や
っ

て
お
ら
れ
る
地
区
の
人
た
ち

か
ら
、
こ
こ
の
ト
イ
レ
を
洋

式
に
し
て
く
れ
な
い
か
と
の

要
望
を
受
け
た
。
こ
れ
に
対

し
て
何
か
配
慮
で
き
な
い

か
。

一
番
ヶ
瀬
農
政
水
産
課
長　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
、
地
元
地
区
か
ら
も
要
望

を
受
け
て
お
り
、
現
時
点
で

は
、
市
で
改
修
を
行
う
計
画

は
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
、
当
地
区
で

は
、
姉
川
城
跡
の
史
跡
整
備

が
予
定
さ
れ
、
ト
イ
レ
を
含

め
た
姉
川
農
村
公
園
の
一
体

的
整
備
に
つ
い
て
は
、
姉
川

城
跡
整
備
事
業
と
、
姉
川
４

地
区
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

姉
川
農
村
公
園
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
求
め
る

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
あ
り
と
考
え
て
い
る

答

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

外
国
が
輸
出
す
る
時
、
税
金

を
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
り

し
て
、
木
材
の
日
本
国
内
へ

の
輸
入
が
落
ち
こ
ん
で
い
る

が
、
そ
れ
に
見
合
う
国
内
の

需
要
、
供
給
量
と
か
が
、
そ

う
伸
び
て
お
ら
ず
、
林
業
に

お
い
て
は
厳
し
い
状
況
下
に

あ
り
、
以
前
、
関
税
の
ほ
か

に
、
木
材
引
取
税
が
あ
っ
た

が
、
そ
れ
も
な
い
。

ら
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

脊
振
な
ど
の
山
林
を

守
る
た
め
、
以
前
あ
っ
た
よ

う
に
外
国
産
の
木
材
に
関
税

を
か
け
る
か
、
ま
た
は
、
国

民
の
ほ
と
ん
ど
が
森
林
の
恩

恵
を
受
け
て
い
る
と
思
う
の

で
、
一
般
国
民
と
し
て
税
金

を
負
担
す
べ
き
な
の
か
、
そ

う
い
う
こ
と
に
担
当
は
ど
う

思
う
か
。

姉川農村公園のトイレ　

宮地　明 議員

区長制度における各比較
地域 神埼町 千代田町 脊振町

地区数 63地区 49地区 ９地区

合計 121地区

最多世帯数 705世帯

最小世帯数 ８世帯
最多世帯地区
区長手当と最
小世帯区長手
当の差額

約200万円

＊区長報酬の計算法
区長１人当たり 467,500 円× 121人を総額
としてその 40/100 を均等割、残り 60/100
を世帯数割として配分
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
内
経

済
動
向

議
員　

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
雇

止
め
・
休
業
な
ど
に
よ
る
生

活
へ
の
影
響
が
出
て
い
る
こ

と
か
ら
、
生
活
困
窮
、
保
護

相
談
な
ど
の
増
加
を
予
測
さ

れ
る
が
、
支
援
・
施
策
の
現

状
、
お
よ
び
、
昨
今
の
異
常

気
象
に
よ
っ
て
気
温
が
上
昇

す
る
中
、金
銭
的
理
由
か
ら
、

エ
ア
コ
ン
利
用
を
控
え
て
い

る
保
護
世
帯
へ
の
夏
季
加
算

が
必
要
と
思
慮
す
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

八
谷
福
祉
事
務
所
長　

国
で

は
令
和
２
年
度
生
活
保
護
申

請
件
数
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
来
上
昇
に
転
じ
た
と
発

表
さ
れ
た
。

　

市
で
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
る
、
申
請
件
数
３
件
・

就
労
支
援
相
談
数
55
件
、「
緊

生
活
保
護
、生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

各
種
支
援
事
業
の
敏
速
化
、経
費
の
要
望
を
図
る

答

急
小
口
資
金
」
貸
付
状
況
は
、

令
和
元
年
度
相
談
３
件
、
申

請
２
件
か
ら
、
令
和
２
年
度

は
相
談
２
５
１
件
、
申
請
１

２
５
件
と
急
増
し
て
い
る
。

生
活
保
護
世
帯
へ
の
夏
季
加

算
を
、
県
や
九
州
市
長
会
を

通
じ
国
へ
要
望
し
て
い
る
。

な
か
、
長
期
化
を
見
据
え
た

対
策
を
伺
う
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
る
市
独
自
支

援
策
と
し
て
「
神
埼
市
事
業

者
応
援
給
付
金
事
業
」
ほ
か

３
事
業
、
総
額
３
億
１
９
０

０
万
円
の
補
助
金
交
付
実
績

で
あ
る
。

　

各
種
団
体
と
の
要
望
・
連

携
・
協
議
を
図
り
、
事
業
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
策

の
、
調
査
・
研
究
の
考
察
に

努
め
る
。

議
員　

市
内
事
業
者
へ
の
経

済
支
援
策
、
今
後
も
厳
し
い

経
済
状
況
が
続
く
と
予
測
さ

れ
る
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の

松本　軍二 議員

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
応
と
し
て
医
療
従

事
者
の
確
保
は
で
き
て
い
る

か
。
電
話
で
の
予
約
が
困
難

な
障
が
い
者
へ
の
対
応
、
医

療
従
事
者
や
高
齢
者
施
設
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応
と
今
後
の
計
画

神
埼
市
郡
医
師
会
と
連
携
し
９
月
末
に
め
ど
を
つ
け
た
い

答

入
所
者
の
接
種
状
況
、
今
後

の
接
種
計
画
の
考
え
は
。
小

中
学
生
の
課
外
活
動
へ
の
対

応
、
県
内
外
及
び
市
外
で
の

大
会
、
練
習
等
の
基
準
、
公

共
施
設
の
使
用
状
況
と
休
館

の
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
高
齢

者
施
設
入
所
者
が
感
染
し
た

場
合
、
感
染
拡
大
の
防
止
対

策
と
施
設
へ
の
支
援
は
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

医
師
、

看
護
師
、
保
健
師
な
ど
ス

ム
ー
ズ
な
体
制
は
で
き
て
い

る
。障
が
い
者
へ
の
対
応
は
、

県
の
聴
覚
障
害
者
協
会
で

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
や
窓
口
で
受

付
を
行
っ
て
い
る
。
医
療
従

事
者
は
神
埼
地
区
、
千
代
田

地
区
の
医
療
機
関
に
分
け
て

完
了
し
て
い
る
。
ま
た
、
高

齢
者
施
設
入
所
者
や
従
事
者

は
随
時
行
っ
て
い
る
。
今
後

の
計
画
は
基
礎
疾
患
を
含
め

12
歳
以
上
の
方
を
市
郡
医
師

会
と
協
議
し
９
月
末
に
め
ど

を
つ
け
た
い
。

牛
島
教
育
部
長　

県
教
育
委

員
会
の
通
知
に
基
づ
き
市
教

育
委
員
会
で
協
議
し
、
施
設

利
用
へ
は
感
染
対
策
の
徹
底

を
行
う
。

八
谷
福
祉
事
務
所
長　

施
設

内
で
感
染
し
た
場
合
、
保
健

所
の
指
示
で
入
院
、
施
設
内

療
養
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
防
止

の
た
め
入
所
者
や
施
設
職
員

の
安
全
を
支
援
す
る
。

ワクチン接種会場で間隔を取り順番を待って
おられる市民＝神埼市中央公民館

野副　 昭 議員

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
状
況
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議
員　

集
団
接
種
が
始
ま
っ

た
現
在
の
問
題
点
は
何
か
あ

る
か
、
ま
た
市
民
か
ら
良
く

聞
か
れ
る
、
か
か
り
つ
け
病

院
で
の
個
別
接
種
は
こ
れ
か

ら
も
実
施
し
な
い
の
か
及
び

12
歳
以
上
の
接
種
は
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

現
状

に
お
い
て
は
別
段
の
問
題
は

な
い
。
個
別
接
種
に
つ
い
て

は
医
療
機
関
と
の
協
議
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長　

12
歳
以
上
の
接
種

は
学
校
で
す
る
か
未
だ
検
討

し
て
い
な
い
。
任
意
接
種
で

あ
る
た
め
十
分
な
配
慮
が
必

要
と
思
い
、
学
校
で
の
接
種

集
落
送
迎
を
す
る
な
ら
、集
落
単
位
の
接
種
予
約
が
で
き
な
い
か

市
の
接
種
日
程
に
合
わ
せ
て
頂
け
れ
ば
可
能
で
は
な
い
か

答

は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

１
２
１
集
落
を
４
台

の
送
迎
バ
ス
で
行
っ
て
い
る

が
バ
ス
に
は
人
が
乗
っ
て
い

な
い
が
ど
う
し
て
な
の
か
。

市
民
福
祉
部
長　

高
齢
者
の

交
通
手
段
の
確
保
を
目
的
に

国
庫
補
助
に
て
運
行
し
て
い

る
が
、確
か
に
往
路
、復
路
の

平
均
利
用
者
数
は
１
台
あ
た

り
一
人
以
下
の
状
態
で
あ
る
。

議
員　

周
り
か
ら
見
れ
ば
空

の
送
迎
バ
ス
を
見
て
、
ロ
ス

や
も
っ
た
い
な
い
の
声
も
聞

か
れ
る
。
効
率
的
な
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

市
民
福
祉
部
長　

65
歳
以
上

の
２
回
目
の
接
種
に
お
い
て

は
、
地
区
公
民
館
か
ら
送
迎

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
頂

き
、
接
種
の
送
迎
を
し
て
い

く
。

平均１人乗っていないコロナワクチン送迎バス

消防団による人命・財産を守る
消火活動

議
員　

消
防
団
員
の
報
酬
の

件
で
協
議
は
さ
れ
た
の
か
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

５
月

14
日
に
消
防
団
幹
部
会
議
を

開
き
、
消
防
庁
の
通
知
の
内

容
と
報
酬
額
や
支
給
方
法
の

現
状
を
報
告
し
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

議
員　

幹
部
会
議
で
の
意
見

は
ど
の
様
な
内
容
か
。

総
務
企
画
部
長　

報
酬
に
関

し
て
、
消
防
団
活
動
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
捉
え
て
お
り
、
団

の
方
で
協
議
を
し
た
こ
と
が

な
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

議
員　

消
防
庁
の
報
酬
基
準

額
は
３
万
６
千
５
百
円
で
あ

り
、
市
消
防
団
報
酬
は
１
万

２
千
８
百
円
と
の
差
額
の
要

因
は
。

総
務
企
画
部
長　

総
務
省
の

非
常
備
消
防
団
の
報
酬
の
見
直
し
は

現
時
点
で
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い

答

れ
、
報
酬
も
毎
年
税
金
よ
り

支
給
さ
れ
る
が
、
真
面
目
に

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
団
員

の
労
に
報
い
る
た
め
に
も
活

動
実
績
の
無
い
団
員
の
報
酬

や
退
職
金
は
、
分
団
や
各
部

で
保
持
で
き
る
措
置
を
講
ず

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
企
画
部
長　

活
動
実
績

の
無
い
団
員
の
報
酬
、
退
職

報
償
金
に
つ
い
て
は
消
防
団

の
方
と
協
議
を
し
て
い
く
。

団
員
報
酬
額
交
付
税
の
算
定

基
準
は
、
行
政
規
模
10
万
人

当
た
り
団
員
数
５
８
３
人
を

標
準
と
し
て
お
り
、
本
市
の

人
口
は
３
万
１
千
人
、
団
員

数
１
千
20
人
で
あ
り
、
神
埼

市
は
基
準
の
５
・
６
倍
と

な
っ
て
い
る
事
が
差
額
の
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

市
の
団
員
が
多
い
の

は
防
災
意
識
が
高
い
と
思
う

が
、
活
動
実
績
の
無
い
団
員

の
現
状
は
。

久
間
防
災
危
機
管
理
課
長　

過
去
３
年
間
で
全
く
活
動
実

態
の
無
い
団
員
は
84
名
で
す
。

議
員　

団
員
と
し
て
５
年
在

籍
す
れ
ば
退
職
金
が
支
給
さ

宮島　　清 議員

佐藤　知美 議員

そ
の
他
の
質
問

・
Ｒ
Ｓ
感
染
症
や
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

学
校
教
育
に
つ
い
て

・
少
人
数
学
級
の
取
り
組
み

・
教
員
加
配
に
つ
い
て

・
校
則
の
見
直
し
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
つ
い
て
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一般質問

左から、白石昌利議員、原口ひさよ議員、
田原和幸議員、山口義文議員

開校間近の神埼高等学校周辺

議
員　

こ
こ
１
年
余
り
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に

よ
り
神
埼
市
に
お
け
る
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
事
業
へ
の
説

明
、
各
期
成
会
・
集
落
説
明

会
等
の
延
期
ま
た
は
中
止
や

担
当
者
の
移
動
な
ど
も
あ
り

地
域
へ
の
対
応
で
き
て
い
る

の
か
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

国
道
34

号
・
中
地
江
川
改
修
・
神
埼

高
等
学
校
移
転
に
伴
う
市
道

一
部
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
期
成
会
な

ど
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

市
と
し
て
は
、
今
年
度
事
業

実
施
機
関
に
説
明
を
求
め
、

し
っ
か
り
関
係
地
区
へ
説
明

し
て
い
き
た
い
。

議
員　

今
年
9
月
開
校
の
神

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
よ
り
各
地
域
へ
の
対
応
は

事
業
実
施
機
関
に
情
報
共
有
を
求
め
し
っ
か
り
関
係
地
区
に
説
明
し
て
い
く

答

埼
高
等
学
校
周
辺
の
道
路
整

備
は
間
に
合
う
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

現
在
開
校

ま
で
に
当
該
路
線
の
工
事
を

完
了
す
る
よ
う
、
横
武
地
区

の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

横
落
水
路
整
備
に
つ

い
て
は
、
農
業
基
盤
整
備
事

業
に
の
せ
て
し
っ
か
り
整
備

し
て
も
ら
っ
て
地
域
も
感
謝

し
て
い
る
が
、
今
後
の
未
整

備
地
区
の
計
画
は
。

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

整
備
要
望
が
行
わ
れ
た
路
線

に
つ
い
て
は
、
箇
所
ご
と
に

調
査
を
行
い
緊
急
性
な
ど
優

先
順
位
を
決
定
し
補
助
事
業

な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
計
画

的
な
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。

西原　正剛 議員

全国市議会議長会表彰

　去る５月 26 日に書面開催されました「第 97 回全国市議会議長会定期総会」において、市政
発展に寄与された功労者として、「議員在職 15 年以上表彰」で山口  義文 議員、田原 和幸 議員、
原口 ひさよ 議員、白石 昌利 議員が表彰されました。
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編
集
後
記

　

梅
雨
も
明
け
、
本
格
的
な
夏
に
な
り
ま

し
た
。
朝
、
目
が
覚
め
る
と
ク
マ
ゼ
ミ
の

大
合
唱
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

私
の
１
日
は
、
朝
の
30
分
程
の
子
ど
も

た
ち
と
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
挨
拶
を
交
わ
す
中
で「
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を

か
け
て
く
れ
る
時
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

元
気
な
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
朝
の

時
間
は
、
私
に
と
っ
て
、
元
気
と
勇
気
を

も
ら
っ
た
よ
う
で
、「
よ
し
、
今
日
も
１

日
が
ん
ば
ろ
う
」
と
心
の
中
で
叫
び
ま
す
。

　

心
優
し
い
子
ど
も
た
ち
、
将
来
を
担
っ

て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
楽
し
く
安
全

で
す
く
す
く
と
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
、
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
記　

原
口　

ひ
さ
よ
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

永
沼　
　

彰

副
委
員
長　

山
本　

千
佳

委
　
　
員　

佐
藤　

知
美

委
　
員　

田
原　

和
幸

委
　
員　

原
口
ひ
さ
よ

委
　
員　

白
石　

昌
利

４月６日 議会広報編集特別委員会

15日 議会広報編集特別委員会

16日 議会運営委員会

第231回佐賀県市議会議長会
（神埼市）

21日 令和３年４月第３回神埼市議会
臨時会

全員協議会

27日 議会広報編集特別委員会

第96回九州市議会議長会定期総
会（書面開催）

４月30日 議会広報編集特別委員会

５月12日 産業建設常任委員会

17日 総務常任委員会

25日 総務常任委員会

26日 産業建設常任委員会

文教厚生常任委員会

第97回全国市議会議長会定期総
会（書面開催）

31日 令和３年度防衛省全国情報施設
協議会役員会（書面開催）

６月１日 議会運営委員会

　　６月４日～
６月29日

令和３年６月第４回神埼市議会
定例会

4日 全員協議会

14日 議会広報編集特別委員会

18日 令和３年度予算特別委員会

21日 文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

22日 総務常任委員会

23日 神埼市まちづくり特別委員会

議会改革検討特別委員会

25日 議会運営委員会

29日 全員協議会

《議会の動き》（令和３年４月～６月）


